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て居る。何時まで綾くか自分で見込みがっかぬ先ず二三年の豫定である。
　通常の本に黒して無い事或［S認め難いεされる留鳥園の星雲叉1工銀河の各部の購
造其他暗黒星雲等特殊な問題も記し7：いε思ふ6
　此の檬な連綾的に多くのものな扱ふ場合にほ調査齪測の不備突然の方針の礎1ヒ。
記事の華壇等匡有り得る事であろから御許しAr乞ふo
O攣光星i鋒見法
　天文月報六月號に榊田理學上が述べられたる如く3吋に見つけ得る未知攣光星が
籔千ある。如何にして見つけうか此れlt困難な問題であろq
　爲眞的　最上の方法であるが素人で1工出來ない。
　眼親的にに殆んご観測の副産物Sして見つかる0
　1・憂光星用星圖ななき星にて明らかに極限より大なうものな観測する0
　2・比較星より見出す。比較星が憂光星である時1こ匡多くの観測が不i凋和事が起
る。光階法で槻測しないビ少撚戯工出ない。
　此他種々偶然の出來事から三見し得うが見つけろつもりで捜しても見つからぬっ
何れにし’（見つける爲［：a何等かの光度観測に從事ずるに限る。疑にしいものが見
つかつノニ二合に1工根氣よく必ず光三法で適當な比較星秘痩って魏測すろ。第一一に見
出すべきは攣光範園ε種類であろ。週期穏見出すのit長週期のものでないご極めて
困難である。短週期のものに一夜に連績的の観測をじく當りたつける。ア，レゴー］レ種
tl’・L？極小た見出す［：eq了し二見けこなれば直ちに20分おき位の蓮練三三なやる。
　　五月例會
刊記の如く十九日午後二時より星學教室［二於て開會、下の講演があった。
　　　小出長十三の傳　　　 上田 綾氏　　　二』i　・一トンの引力説の進化の順序　　院　木　俊　馬　茂
記するもの十五名、少数であっナニが後茶話會尋催し暗の移ろな知らなかつナ：。
　　岡山支部五月通信
一一涛V界研究會　例により第二土曜日午後七晧から宮原幹事宅で開催しナ：〇
二s四型十五日午後八時日本銀行岡山支店重囲で開平、左離の講演があっナこ。同
　　支店長大塚氏の厚意によっf多致の來聡者か得ブここざ潜深く感謝すろのであろ
　　　as［：ある五月の星座［：ついて（實地観墓望遠鏡使用）　水野千里氏
三、星名詩・本書に熱心なる會員池田喜太耶氏の著で騰爲版摺牛紙五十七枚に三百
　　四首な詠ぜられしもの、その二、三首を左に、
　　　恒　　　星
　　恒星垂象緯遠近教導知未必同光色照々舎不移
　　　海　王　星
　　天上海王運長国母氏渤禺尊書萬巻曾蜘比星文
　　　大　　　角
　　撮提陪左右大角・星艇呼倣天王座払無二作群
　　　天　津　星
　　銀漢倒梁柱天津架道橋橋邊砂散玉　無復緑波揺
　　　疎　　　星
　　松嶺夜風號雲馳脚底關燈光認早急何料是疎星
　　山口高等學校天文同好會通信（六月三日）
　會員害毒君ぜ柏村君ミの熱心が今度新に山口高等三校天文同好會SVふものな組
織ぜしむうに至りまけこ。嘉一回の試み定して今月一日諸教授秘招侍し土星の美し
さ々見て費ひました。ざうして聞えすこのか同夜山口高等女學校の若い人蓮の十数人
にもアソタソクされて豫想以外の盛宴でし7こ。次にほ今月十六日會貝丈が集ってゆ
っくり面立する筈です。會員も近々ふえて嬉しく思ひます。
（??）
